
平成21年度事務事業評価表 担当 内線等

①総合計画、市長マニフェストでの位置付け (該当しない事業については記入不要です。)

施策名

②事務事業の内容

③成果指標

④事業の概要

実施者数

指標の推移

特定健診
受診券発行枚数

平成21年度実績

50.0%

平成21年度決算（実績）

特定保健指導実施者÷利用券発行枚数×１００

69人

平成20年度決算（実績）

35.7%17.2%

14.8%

16,545人 (実施計画書より)　16,787人

35.0%

平成22年度予算（計画）

基本目標

市長マニフェストの執行状況 －

保健

２点　施策の達成にある程度効果があった

３．健康で安心して暮らせるまちづくり

－

成果指標名

成果指標の
説明

成果、目標

40歳以上の蒲郡市国民健康保険被保険者に対し

① ②

特定保健指導実施率％特定健診受診率％

特定健診受診者÷受診券発行枚数×１００

生活習慣病の発症や重症化を予防する

15,570人

特定保健指導
利用券発行枚数

369人

成果指標②

受診者数 2,683人 5,901人

18.7%

項　　目

8,394人

平成22年度計画平成20年度実績

2,097人600人

734人89人

特定健康診査等事業

市民福祉部　保険年金課 1136

成果指標①

市長マニフェスト

対象(受益者)

特定健康診査によりメタボリックシンドロームのリスクのある方を見つけ、リスクの高
い方には特定保健指導を実施することにより

手　　段

基本目標、施策に対する貢献度

事務事業名
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⑤事業にかかる人工 （単位：人）

Ｈ20
人工計

1.93人
次長
課長級

0.23人 補佐級 係長級 0.85人 一般職 0.10人 非常勤 0.75人 再任用

Ｈ21
人工計

1.88人
次長
課長級

0.33人 補佐級 係長級 0.65人 一般職 0.10人 非常勤 0.80人 再任用

⑥事業費 ※決算書、予算書に記載のある事業は決算書等の事業費を記載してください。（単位：千円）

事業費

人件費

合計

特定財源

一般財源

⑦事業の仕分け

説明

⑧必要性

⑨効率性

⑩総合評価

⑪改善点、問題点等

総合評価 Ｂ 事業の進め方に改善の余地がある

効率性 Ｂ　投入された予算、人工にほぼ見合った成果をあげている

26,064

10,824

73,81562,751

56,347

人件費
を含む
事業費

11,555

17,228

項　　目 平成20年度実績 平成21年度実績 平成22年度計画

今後の改善計
画

（平成２１年度の改正点）
未受診者に対してハガキによる受診勧奨を行なった。
受診券の期限切れの場合であっても、受診勧奨ハガキを持参した場合は受診可能とし
た。
生活習慣病で通院中の者を除外しないようにした。
検査項目を増やした。（腎機能検査）
年度の中途加入者も対象とした。
制度の一層の周知が必要。
生活習慣の改善が一時的（特定保健指導実施期間）で終わらないようにするための施策
が必要。

（平成２２年度から）
電話等による受診勧奨をおこない受診率の向上を目指す。
特定保健指導修了者を対象に市内スポーツ施設利用の助成を行う。

現在の課題、
問題点

過去の改善点

必要性

73,57537,619

Ａ　市が実施すべき

財源
内訳

28,195

本事業は保険者に実施が義務付けられている。
今後も、制度周知ＰＲに努め、前年度を上回る規模で実施し、より多くの
被保険者の生活習慣病の発症及び重症化予防に寄与するもの。

Ａ　現行どおり市が実施

9,424
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